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グロｰバノレテクトニクスに基づく

堆積盆タイプ区分と東アジアの堆積盆

鈴木祐一郎1)⑧角井朝昭1)

1.はじめに

炭化水素鉱床の根源物質である有機物の堆積,濃

集,保存の場である堆積盆を,その形成過程に基づ

いて区分し,各タイプごとにその分布の観則性を探

ることは,炭化水素鉱床探査上での重要な課題であ

り,古くからこれに関する研究が行われてきた.

1960年代以前は,古典的地向斜論あるいは古典

的造山論に基づいて堆積盆の研究が行われて,堆積

盆の違いは地向斜の発展段階や,地向斜内の相対的

な位置の違いに由来するとする考え方が一般的であ

った･1960年代に,Hess(1962),Dietz(1961),

噩��慴�敷猨���坩�潮�����条�

(1968),LePichon(1968)らにより,地球全体での

固体地球科学に対する新しいフレｰムワｰクである

｢プレｰトテクトニクス｣が生み出された.プレｰ

トテクトニクスは,地球表層部はいくつかのプレｰ

トに分かれており,それらの相対的運動によって,

表層の地球科学的諸現象が起きているとする説であ

る.プレｰトは海嶺で生産され海溝で消滅し,大陸

もプレｰトに乗って移動している.移動は球面上の

回転運動として表すことができる.現在,プレｰト

テクトニクスは今更説明の必要もないくらい固体地

球科学的諸現象を説明する基礎として広く受け入れ

られている.

プレｰトテクトニクスと造山運動,そしてその造

山帯に出現する岩石類等との関係を最初に論じたの

はDewey&Bird(1970)であろう.彼らは,造山帯

はプレｰトの進化の結果であるとの考えに一立脚し,

大陸や島弧の縁辺域に形成された堆積盆から造山帯

を形成される過程を,プレｰトの沈み込みに伴う火

成活動等により造山化するコルディレラ型,他の大
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陸や島弧の衝突により造山化する衝突型に区分し

た.衝突型を,さらに大陸一大陸衝突型,大陸一島

弧衝突型に細分している.

その後多くの研究者が,世界中の造山帯や堆積盆

の発達過程とプレｰトテクトニクスとの関連につい

ての研究を進めてきている.わが国では,西南日本

外帯の四万十帯の構造発達史をプレｰトのもぐり込

み作用により形成される付加体の形成と結びつけよ

うとする試みが,勘米良ほか(1975)以来多くの研

究者によって進められてきた(例えば平ほか,

1980)西南日本に分布する秩父帯や美濃帯などの構

造発達史も同様の観点から論じられている.

一方,山路ほか(1989)は,東北日本の日本海側

に分布する堆積盆をプレｰトテクトニクスの観点か

ら日本海の拡大に伴い発生したリフト堆積盆として

その発達史を論じている.

2.グロｰバルテクトニクスと堆積盆タイプ

区分

古典的地向斜論が造山運動論の中心であった

1950年代以前には,堆積盆の発達は地向斜造山運

動の各段階と結び付け論じられていた.造山運動期

の最盛期には堆積盆では,砂岩泥岩互層を中心とす

るフリッシュ型堆積物が堆積し,後造山期には粗粒

堆積物からたるモラッセ型堆積物が堆積すると地向

斜論では考えられていた.

プレｰトテクトニクスが広く受け入れられた

1970年代以降には,世界中に分布する堆積盆につ

いて,その発生過程や発達過程をプレｰトテクトニ

クスによって説明する試みが行われ,世界中の堆積

盆を,それらによってに分類する試みも,多くの研

キｰワｰド:堆積盆タイプ,グ1コｰパルテクトニクス,東アジア,

東南アジア,石油堆積盆,巨大曲ガス田
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第1図K1emme(1983)の堆積盆タイプ区分と各タイプの特赦(一部修正･加筆)

究者によって行われてきている.それらによれば堆

積盆は,分布から大きく活動的縁辺域,非活動縁辺

域,プレｰト内盆地,大洋底にタイプが区分され

る.しかし,炭化水素鉱床(ガスハイドレイトを除

く)が形成される場として堆積盆を限定した場合,

厚い砕屑性堆積物が堆積していない大洋底は,炭化

水素鉱床の形成にまったく不適であり,堆積盆区分

の議論の対象から除外される.議論の対象とされる

のは活動的縁辺域,非活動縁辺域,プレｰト内盆地

の堆積盆についてで,これらに対してはさらに詳細

なタイプ区分が多くの研究者から提案されている

(例えばBa11y&Sne1son,1980;K1e血me,1980).

本文では,堆積盆のタイプ区分の中で最も良く知

られており,現在よく用いられているK1emme

(1983)のタイプ区分について紹介する.また

K1emmeのタイプ区分と巨大浦ガス田の関係に対

する議論も併せて紹介する.さらに,Klemmeに

よる堆積盆タイプ区分に基づき東アジア(東南アジ

アを含む)の堆積盆について,巨大浦ガス田を含む

堆積盆を中心に検討を行う.

3.醐em㎜eによる堆積盆タイプ区分

テクトニクスに基づいて堆積盆の区分を行なう場

合,しばしば見られる問題点として,堆積盆の発達

の途中でそのテクトニクスが変化した場合に堆積盆

の区分をどうすればよいかという点がある.

K1emme(1980)は,堆積盆のプレｰトテクトニク

スに基づく位置づけや発達史を反映する要素とし

て,堆積盆の大きさと形,基盤の形状,堆積盆の断

面プロファイル,堆積盆の表面積と堆積物との比を

用いて,堆積盆を大きく8タイプに区分した.更

にいくつかのサブタイプに細分し,各タイプの石油

地質的な特徴をまとめている.

その後,K1emme(1983)は,K1emme(1980)の

改訂を行ない,堆積盆タイフを5タイプに区分し,

更にいくつかのタイプに対してはサブタネプを設

け,全都で9タイプ(サブタイプ合む)に区分され

る石油堆積盆区分を示した(第1図).

各タイプの概要や特徴,それにそれぞれの代表的

堆積盆を以下に紹介する.
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第2図二つのタイプの沈み込み帯(上田,1989による).

(a)付加体タイプ,(b)テクトニック侵食タイプ.

IIクラトン内陸堆積盆

(CRATON亙NT亙R亙OR遇AS亙NS)

安定地塊である大陸内に発達し,巨大で円形に近

い分布を示す堆積盆で,断面のプロファイルは左右

対象である.堆積物と表面積の比は小さく,このタ

イプの堆積盆の生成の原因はよくわかっていない.

このタイプにはほとんど巨大浦ガス田は存在しな

い.このタイプの代表的た堆積盆としては,北米大

陸のデンバｰ(Denver)やイリノイ(I11inois),欧州

の東西バレンツ(Barents),アフリカのチャド

(Chad)等の各堆積盆がある(St.Johneta1.,1984).

5億バレル以上の埋蔵量をもつ油ガス田と定義され

ている巨大浦ガス刷こついて,Carma1t&St.John

(1986)の巨大浦ガス田リストによれば,アルシエ

リアのザルザイテソ(Zarzaitine)油田,アルラｰル

(A1rar)ガス田が,このタイプの堆積盆に存在する.

皿.大陸多重複型堆積盆

(CONT亙N亙N皿ALWULTICYCL皿逓AS亙NS)

皿A.クラトン縁辺(複合型)

(C配ATON1MARG亙N:COlMPOSIT亙)

大陸内に発達した直線状または楕円状の分布域を

持ち,非対象の断面プロファイルを示す堆積盆であ

る.初期的にはクラトン内陸堆積盆として発達した

が,外縁部に起きた造山運動により第2段階で堆

積物が外部より供給され,非対称なプロファイルが

1995年3月号

形成されたものである.堆積物と表面積の比は大き

く,堆積物は炭酸塩岩÷砕屑岩の混合物から構成さ

れるが,砕屑岩に富んでいる場合が多い.このタイ

プの堆積盆に油ガス田の存在する可能性は大きく,

北米大陸のパウダｰリバｰ(PowderRiyer)やアル

バｰタ(A1berta),1コシアのボルカｰウラル(Vo1ga-

Ura1)などの各堆積盆がある.巨大浦ガス田として

は,ボルガｰウラル堆積盆にあるロマシュキソスコ

ヤ(Romas肱inskoya)油田,オレンブルグ(Oren-

burg)ガス田,アルバｰタ堆積盆にあるエルモワｰ

ス(E1mworth)ガス田をはじめとして多くの巨大浦

ガス田が,このタイプの堆積盆に存在する.

皿逓.クラトン･付加域縁辺(多重型)

(CRATON/ACC昆ET皿皿MARG亙N:COM｡

肌亙X)

クラトン縁辺とほぼ同じであるが,より不規則な

断面プロファイルを持つ場合がある.これは,堆積

盆が初期的には多重リフト活動により形成され,そ

の後にクラトン内陸堆積盆として発達するという,

より複雑た成因に由来する.ロシアの西シベリア

(WestSyberia),アフリカのサハラ(S出ara),欧

州のパリ(Paris)などの堆積盆がこのタイプの堆積

盆である.巨大浦ガス田としては,西シベリアのサ

モトロｰル(Samot1or)油田,ヤソブノレグ(Yamb-

urg)ガス田,サハラのバシルメｰル(HassiR'me1)

ガス田などがある.ロシアの西シベリア地区のこの

タイプの堆積盆中に巨大浦ガス田が多数存在する.

I[C.地殻衝突帯(プレｰト収束域)

(CRUSTALCOLLIS亙ONZON亙:CONY皿R-

G亙NT正LATE班ARG亙N)

このタイプの堆積盆の特徴は,面積が広く,直線

的な分布をだし,堆積物の供給源は片側に偏ってお

り,断面プロファイルは非対称である.次のサブタ

イプに細分される.

皿Ca.閉鎖型(CLOS亙巫)

I正Cb.トラフ型(眠OUG･H)

皿Cc.才一フン型(OREN)

中東や南アジアのテｰチス海域のようなプレｰト

の衝突域に形成される堆積盆タイプで,当初はオｰ

プン型であったものが,衝突により閉鎖型へ変化す

る.石油探鉱上最も重要た堆積盆で,アラビア湾�
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第3図

各タイプ別にみた堆積盆の大

きさと油ガス田規模との関係

00(K1emme,1983による)

(ペルシャ湾)岸の各堆積盆やアメリカのカリブ海沿

岸ノポルネオの北岸など多くの含油ガス田堆積盆が

このタイフに分類される.世界最大の油田であるサ

ウジアラビアのガワｰル(Ghawer)油田,第2位の

クウェｰトのブルガン(Burgan)油田をはじめ,イ

ラクのキルクｰク(Kirk血)油田,北極海のブノレド

ｰ湾(PmdhoeBay)油田等の数多くの巨大浦ガス田

が,このタイプの堆積盆中に形成されている.

皿.大陸リフト型堆積盆

(CONT亙N皿NTAL醐亙TE犯瑠AS亙NS)

皿A.クラトン･付加域リフト

(CRATONANnACCR皿丁廻⑳ZON亙醐E■)

このタイプの堆積盆は面積が狭く,直線的な分布

を示し,不規則な断面プロファイルを持つ.堆積物

と表面積の比は大きく,堆積盆内の堆積物は砕屑性

堆積物の場合が一般的である.このタイプは,世界

全体の堆積盆の5%を占めているにすぎないが,

石油の埋蔵量でみた場合10%を占めている.また,

堆積物が比較的厚くかつ堆積盆内の地温勾配が比較

的高い場合カミ多いため,石油生成条件を満たす場合

が多い.世界全体では,このタイプの堆積盆の約半

分に石油ガスを胚胎しているが,各堆積盆のサイズ

が小さいため,巨大浦ガス田が存在している場合は

比較的少ない.代表的な堆積盆としては,北海の中

央地溝帯(Centra1Graben)やバイキング地溝帯

(VikingGraben),インドのキャソベイ･ボンベイ

(Ca㎜bay-Bombay)堆積盆,中国の松遼(Song1iao)

堆積盆がある.巨大浦ガス田としては,中国の大慶

(Daqing)油田,リビアのサリル(Sarir)油田,北海

のブレント(Brent)油田等がある.

皿逓.リフト型収束域(大洋地殻消滅域近傍)

(R眠不亙皿CONy週RGENπ班ARG亙N:

OC廻AN亙CCONSU班P且亙ON)

このタイプの堆積盆は,プレｰト収敷の場の近く

に形成される堆積盆で,さらに次の3サブタイプ

に細分される.

皿臨.背弧型(RACKA思C)

皿跳.トランスフォｰム型(TR五NS亙O盈皿)

皿Bc.中央型(M瓦皿岨N)

背弧型堆積盆は,プレｰトのサブダクションに伴

い,島弧中にある火山フロントよりも背弧側に形成

される堆積盆で,その成因はまだよくわかっていな

い､トランスフォｰム型堆積盆は,サブダクション

に伴って島弧内で発生する横ずれ断層運動に関連し

て島弧内に形成される堆積盆である.中央型堆積盆

もまた,プレｰトの収敷に伴い発生すると考えられ

る摺曲運動等により形成される堆積盆である.いず

れのタイプの堆積盆も小競模で,直線状の分布を示

し,不規則な断面プロファイノレをもつ.皿Aクラ

トン･付加域リフトと同様に,比較的生産性の高い

タイプの堆積盆である･代表的な堆積盆としては,

アメリカのロサソジェノレス(LosAnge1s),インド

ネシアの中央スマトラ(Centara1S㎜atra),ベネズ

エラのマラカイボ(Maracaibo)等の各堆積盆があげ
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られる.巨大浦ガス田としては,マラカイボ堆積盆

にある世界第5位のボリバｰコスタル(Bo1ivar

Coasta1)油田,中央スマトラ堆積盆のミナス(Mi-

naS)油田,ロサンジェルス堆積盆のウィルミント

ン(Wi1min煎｡n)油田等が存在する.

皿C.リフト型非活動的縁辺域(拡大型)

(RI亙丁亙皿RASSIV皿1MA鼠G亙N;皿亙yER-

�乃�

このタイプは,いわゆる大西洋型縁辺域に形成さ

れる堆積盆である.フレｰト運動により分離された

大陸の縁辺域に形成される堆積盆で,大陸が分離す

る初期に形成されるリフト堆積盆が最下部に存在す

る場合が多い.規模が大きく,直線状の分布を示す

場合が多く,堆積物と表面積の比も大きい.また,

堆積盆の成因上の特徴から,一方向からの堆積物の

供給が行われ,非対称的な断面プロファイルを示

す.大西洋の縁辺域に多く分布しており,代表的な

堆積盆としては,北米のフロリダ･バハマ

(F1orida/B出ama)堆積盆,アフリカのガボン

(Gabon)堆積盆,コンゴ(Congo)堆積盆,南米のセ

ルジペ.ララゴァス(Sergipe-A1agoas)堆積盆があ

る.このタイプの堆積盆に胚胎する巨大油ガス田と

しては,ブラジルのレｰチェロ(Riachue1o)ガス田

や,象牙海岸にあるエスポア(Espoir)油田等が挙げ

られる.

y.デルタ堆積盆(孤皿L工ABAS亙NS)

このタイプは,一般には小競模で,円形の堆積

盆,高い堆積物と表面積の比をもっている.堆積物

は,砕屑性堆積物から構成されるデノレタ成堆積物

で,堆積盆の沈降と堆積物の供給作用とがちょうど

バランスするため,厚いデルタ堆積物が連続して堆

積し,堆積盆を埋積している.一般に堆積盆内の地

温勾配は低い.代表的た堆積盆としては,アメリカ

のミシシッピｰ(1M1ississippi)デルタ,アフリカの

ナイジエｰル(Nige1)デルタ,インドネシアのマハ

カム(Mahakam)デルタ,カナダのマッケンジｰ

(Mackenz三e)デルタ等があげられる.このタイプの

堆積盆に形成された巨大油田としては,マッケンジ

ｰデルタのコアゴアック(Koako荻)油田,ナイジェ

ｰルデルタのジョｰンズクリｰク(JonesCreek)油

田,マハカムデルタに存在するハソディル(handi1)

1995年3月号

油田,アタカ(Attaka)油田等がある.

Y.前弧堆積盆(亙｡re蹴C腕Si皿)

このタイプは,プレｰトが沈み込む海溝の陸側斜

面側に形成される堆積盆にたいし一般的に用いられ

ている,火山フロントを境として海溝側に堆積盆が

在る場合は前弧堆積盆,反対側の場合には背弧堆積

盆(BackarcBasin)となる.前弧堆積盆は,地租勾

配が低く,石油の生産性もほとんどたいためK1em-

mme(1983)では,堆積盆の特徴について全く言及

していない.堆積盆区分としては載っているが,倉

石油ガス堆積盆としては価値が低く,重要視されて

いない.全世界的に前弧堆積盆に石油が胚胎してい

る例はほとんど存在したい.わが国の太平洋側に多

くの前弧堆積盆が存在しているが,石油ガス田は常

磐沖ガス田が現在唯一前弧堆積盆分布域で稼業Lて

いる.現在開発中の北海道の南勇払油ガス田は,前

弧堆積盆分布域に位置しているが,油ガス田が形成

された古第三紀には火成活動が見られるなど,現在

と大きくテクトニクスが異たっており,前弧堆積盆

ではなかったと考えられている(松井,1990).

上田(1989)が示したように,沈み込み帯にも二

つのタイプが存在しており(第2図),テクトニッ

ク侵食タイプの起きている前弧堆積盆では,引っ張

りの応力場であり,前弧堆積盆域にグラｰベソ状の

地質構造が形成されると考えられる.この場合,前

弧堆積盆地域での石油生成にとって地温勾配カミ重要

た要素となると考えられる.

4.巨大曲ガス田と堆積盆タイプの関係

巨大浦ガス田がどのタイプの堆積盆に多く胚胎す

るかという問題は,どのようなテクトニクスの場が

巨大浦ガス田の形成に有利であるかという問題を解

決する上で重要である.K1emme(1983)の堆積盆

タイプ区分はそのための有効な手段と成り得る.

K1emme(1983)は,各タイプ別にいくつかの代

表的な堆積盆を選択し,各々の堆積盆について胚胎

される油ガス田の中の埋蔵量上位5泊ガス田の埋

蔵量総計と堆積盆全体の埋蔵量の比率を求めた.そ

してその比率と堆積盆の大きさ(容積)を両軸にとっ

た図にそれらをプロットし,各タイプ別に堆積盆や

今後発見が期待される油田について考察を行ってい�
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第4図東アジアの堆積盆の分布図(S㎜五et乱,1992を一部修正).各堆積盆の名称と基底層の時代(U:上部,L:下部,

Pz:古生代,M:中生代,P:古第三紀,N:新第三紀):1.北チクシ堆積盆(U.M),2.コルビル堆積盆(U.Pz),3.ホ

ｰプ堆積盆(P),4.北サウンド堆積盆(P),5.セント目一レンス堆積盆(N),6.ブリストル堆積盆(U.M),7.セントジョ

ｰジ堆積盆(P),8｡サナック堆積盆(N),9.アナディル堆積盆(U.M),10.ナバｰリソ堆積盆(P),11.アリュｰシャン

堆積盆(N),12.コマンドラズキｰ堆積盆(N),13.ボワｰズ堆積盆(N),14.アリュｰツヤソ海溝堆積盆(N),15.ラプテ

ィブ堆積盆(U.M),16.東シベリア堆積盆(U.M),17.モチメソ堆積盆(P),18.ペソジィナ堆積盆(U.M),19.西カム

チャッカ堆積盆(U.M-P),20.中央カムチャッカ堆積盆(U.M),21､東カムチャッカ堆積盆(P),22.千島海溝堆積盆

(P),23｡北オホｰツク堆積盆(P),24.南オホｰツク堆積盆(N),25.北サハリン堆積盆(P),26.タラスキｰ堆積盆(P),

27､エニセイｰハタンガ堆積盆(L.Pz),28.アナバルｰレナ堆積盆(L.Pz),29､ツソグｰスカ堆積盆(LlPz),30.ナレネ

ク堆積盆(L.Pz),31.ベルホヤンスク堆積盆(L.Pz),32.インディギルカｰザイランカ堆積盆(U.M),33.ヴィルヤク

堆積盆(L.Pz),34｡カンスク堆積盆(L.Pz),35.アンガラｰレナ堆積盆(L.Pz),36.イルクｰツク堆積盆(L.Pz),37.

バイカル湖堆積盆(N),38.アジンスキｰ堆積盆(U.M),39｡ブレヤ堆積盆(L.M),40.ウダ堆積盆(U.立),41.上都ブ

リヤ堆積盆(U.M),42.エトロフ堆積盆(P),43.日本海堆積盆(P),44.対馬堆積盆(N),45.大和堆積盆(N);46.山陰

一北陸堆積盆(N),47:富士堆積盆(N),48.新潟一秋田堆積盆(N),49.渡島堆積盆(N),501天塩堆積盆(U.M-P),

51.石狩堆積盆(U.M-P),52.十勝堆積盆(N),53.常磐一三陸堆積盆(U.M-P),54.関東堆積盆(N),55.東海一熊野

堆積盆(N),56.土佐堆積盆(N),57.宮崎堆積盆(N),58一福江堆積盆(N),59.男女堆積盆(N),60.沖縄トラフ堆積盆

(N),61｡島尻権積盆(N),62.ゴビ堆積盆(U.M),63､ハイラル堆積盆(U.M),64.エルリソ堆積盆(U.M),65.松遼堆

積盆(U.M),66.三江堆積盆(U.M),67.酒泉一民楽堆積盆(U.M),68.チャイダム堆積盆(U.M),69.民和堆積盆

(U.M),70｡北チベット堆積盆(U.M),71､ヘイメ堆積盆(U.M),72｡チャソプ堆積盆(U.M),73.ヒマラヤ堆積盆(P),

74.オノレドス堆積盆(L.M),75.扮河堆積盆(U.M),76.華北堆積盆(P),77.渤海堆積盆(P),78.朝鮮湾堆積盆(P),

79.黄海堆積盆(U.M),80.上海堆積盆(U.M),81.東シナ海堆積盆(P),82.南昌堆積盆(L.M),83.江漢堆積盆(L.

M),84.ユアソマ堆積盆(U.M),85.四川堆積盆(LM),86.楚雄堆積盆(U.M),87.蘭坪一思弁堆積盆(U.M),88.

百色堆積盆(U.M),89.十万大山堆積盆(U.M),90.西台湾堆積盆(P),91.北部湾堆積盆(U.M-P),92.トソキソ堆積

(次頁へつづく)
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る(第3図).

一つの堆積盆内では埋蔵量の多い油田ほど発見さ

れやすいとの前提で考察した場合,次のような結論

が導かれる.

皿Bや皿Caに比較し,皿A,皿B,皿Cの堆積盆

はサイズが小さい,また,堆積盆が大きくたるにつ

れ,上位5つの油ガス田の堆積盆の埋蔵量に占め

る割合が急速に低下する.このことは,皿A,皿B,

皿Cのタイプの堆積盆では,堆積盆のサイズが大き

くなれば,新規の油ガス田が発見される可能性が大

きくたるといえる.また,皿A,皿B,皿Cのタイプ

では,上位5泊ガス田の総埋蔵量に占める割合は

40%で,その他の油ガス田が残り60%を占める一

つまり中観模サイズの油ガス田が多数存在している

可能性が大きいとされる.一方,I[Bのタイプの堆

積盆でサイズが20万立方メｰトルの堆積盆の場合,

上位5滴ガス田で総埋蔵量の70%を占めており,

それ以外の油ガス田の占める割合は皿A,皿B,皿C

のタイプの堆積盆に比べかなり低い,このことか

ら,中規模の油ガス田が新規に発見される可能性

は,皿A,皿B,皿Cのタイプの堆積盆に比べかたり

低いと考えることができる.

5.東アジアの堆積盆のタイプ区分

K1emme(1983)の堆積盆タイプ区分に基づき,

東アジア(台東南アジア)の堆積盆について巨大浦ガ

ス田を胚胎する堆積盆を中心に検討してみよう･

東アジアの堆積盆については,環太平洋マッププ

ロジェクトの北西地区エネルギｰ資源図(Sumiiet

a1.,1992)に,この地域に分布する192の堆積盆が示

されている.(第4図).

これらの堆積盆中には,Cama1t&St.John一

(1986)によってまとめた｢巨大浦ガス田一覧｣中

に示された巨大浦ガス田のうちの33の巨大浦ガス

田が存在する.Cama1t&St.John(1986)では,巨

大油ガス田を可採埋蔵量が5億bb1以上の油ガス田

と定義している.ガスは,6000cft=1bbとして原

油に換算されて計算されている.北西地区エネルギ

ｰ資源図の地域で,巨大浦ガス田を含む堆積盆は

16堆積盆であるが,96:アッサム(Assam)堆積盆

は,東アジアという範囲から少しははずれている.

残念ながら,わが国には巨大浦ガス田と呼べるもの

は存在していない.

東アジアの巨大浦ガス田の胚胎する各堆積盆につ

(前頁よりつづく)

盆(P),93.珠江堆積盆(P),94.南シア海堆積盆(P),95.ガンジス堆積盆(P),96.アッサム堆積盆(P),97.ベンガル堆

積盆(P),98.北ビルマ堆積盆(P),99.南ビルマ堆積盆(P),100.イラワジデルタ堆積盆(P),101.マルタバン湾堆積盆

(P),102.アンダマン堆積盆(P),103.ニコバル潅積盆(P),104.アンダマン海堆積盆(P),105.ニコバル海溝堆積盆

(P),106.ニコバルファン堆積盆(P),1071ファン堆積盆(P),108.チャオプラヤ堆積盆(P),109.コラｰト堆積盆(U.

M),110.ハンコック堆積盆(P),111.タイ堆積盆(P),112.メコン堆積盆(P),113.サイゴン堆積盆(P),114.スプラ

トリｰ堆積盆(P),115.カガヤン堆積盆(P),116.イロコス堆積盆(P),117.西ルソン堆積盆(P),118.サンバレス堆積

盆(P),119.南ルソン堆積盆(P),120.ミンドロ堆積盆(P),121.イロイ日堆積盆(P),122.リｰドバンク堆積盆(P),

123.西バワソ堆積盆(P),124.バルバック堆積盆(P),125.スル堆積盆(P),126､ビサヤソ海堆積盆(P),127.コタバト

堆積盆(P),128.アグサンｰダバオ堆積盆(P),129.マレｰ堆積盆(P),130.ペソユ堆積盆(P),131.ソカソ堆積盆(P),

132.サラワク堆積盆(P),133.ブルネイｰサバ堆積盆(P),134.北スマトラ堆積盆(P),135.ツホルガ堆積盆(P),136.

中央スマトラ堆積盆(P),1371南スマトラ堆積盆(P),138.ベソクｰル堆積盆(P),139.スンダ堆積盆(P),140.北西ジ

ャワ堆積盆(P),141.南ジャワ堆積盆(P),142.パティ堆積盆(P),143.北東ジャワ堆積盆(P),144.回ソポクｰバリ堆

積盆(P),145.フロｰレス堆積盆(P),146.サウ堆積盆(P),147.ツカソベシ堆積盆(P),148.ティモｰル堆積盆(P),

149.ケツソガウ堆積盆(P),150.メラウィ堆積盆(P),151.タラカン堆積盆(P),152.ククイ堆積盆(P),153.ミナサ堆

積盆(P),154.ベリツソ堆積盆(P),155.ベソブアソ堆積盆(P),156.パリト堆積盆(P),157.アセムアセム堆積盆(P),

158.ゴ厚ソタロ堆積盆(P),159.ラリアソ堆積盆(P),160.マカッサノレ堆積盆(P),161.スペルモンド堆積盆(P),162.

ボｰン堆積盆(P),163.バソガル堆積盆(P),164.マソヒ堆積盆(P),165.ブｰトソ堆積盆(P),166.スラ堆積盆(P),

167.南スラ堆積盆(P),168.ブル堆積盆(P),169.北オビ権積盆(P),170.南オビ堆積盆(P),171.北ハリマヘラ堆積盆

(P),172.東ハルマヘラ堆積盆(P),173.南ハルマヘラ堆積盆(P),174.サラワティ堆積盆(U.M),175.ビソツニ堆積

盆(U.M),176.ミズｰル堆積盆(U.M),177.セラム堆積盆(P),178.南セラム堆積盆(P),179.西ウェｰバ堆積盆(P),

180.ウェｰバ堆積盆(P),181.タニンバｰル堆積盆(P),182.バルカル堆積盆(U.M),183.ワ目ペソ堆積盆(U.M),

184.ピアク堆積盆(U.M),185.ワイポガ堆積盆(U.M),186.アキメガ堆積盆(U.M),187.サフル堆積盆(U.M),

188.ウェワク堆積盆(P),189.サピク堆積盆(P),190.ラム堆積盆(P),191.マダン堆積盆(P),192.モアヘッド堆積盆

(U.M),193.パプアソ堆積盆(U.M),194.ボｰゲル岬堆積盆(U.M),195.ニュｰアイルランド堆積盆(P),196.ブｰ

ゲンビル堆積盆(P),197:ソロモン堆積盆(P)
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第1表

東7シアの巨大曲ガス田を含む堆積盆と巨大浦ガス田の一覧.堆積盆の各番号は第4図に対応

堆積盆番号

(巨大油田

番号)

堆稜盆名

油田名

堆積盆

タイプ

区分

発見年貯留岩の時代

貯留岩の岩相

可採埋蔵量

総計石油天然ガス

(㎜bb1〕(㎜bb!)&cf)

㌳

���

�㈱�

��

(1ユ5)

ヴィルヤク堆積盆

SrednヒVi1"iskoye

Tolon-Mastakhskoye(M㈱舳〕

卲���潴畯��歯祥

Ver㎞FVi1y岨｡h帥skoye

皿A

��

��

��

��

三畳紀一ジュラ紀

三畳紀一ジュラ紀

元カンブリア紀一カンブリア紀

三畳紀一ジュラ紀

砂岩

砂岩

砂岩一炭酸塩岩

砂岩

1,辺338-59

�〶���

㌮〳㈱����

㈮�����　

�

(岳2)

���

松遼壌穣盆'

�煩湧

T柵皿g(NewDaqing)

皿A

1959白亜紀

1973白亜紀

砂岩

砂岩

�〰��〰

�㈵���

�

���

酒泉一民楽堆積盆

Laoj㎜㎡ao

皿A

1938中新世

砂岩

�〵〰

�

�㈳�

�㈲�

華北堆積盆

剥�極

Zhon駅ユa皿

皿A

1975先カンブリア紀一オルドビス紀

1975古第三紀

炭酸塩岩2.0002,000

砂岩733733

�

��

�㌰�

渤海堆積盆

��朱椀

���

皿A

1962古第三紀

1968中新世

砂岩

砂岩

�㈵〵�〰��

��〰

�

���

江漢堆積盆

Jialngu呂m(Qi宕皿加皿9)

皿A

1966始新世

砂岩

����

�

���

���

���

四川堆積盆

Lungnuss口

�楹�歯�呵湧捨椀

且u2エユgkua皿shall

皿A

1956ジュラ紀

1955三畳紀

1955三畳紀

砂岩

挨酸塩岩

炭酸塩岩

�〶〰

����　

�㌵�　

�

���

(41〕

アッサム堆積盆

Naho!･katiya一三三ugrija皿

Mlora皿

皿Cb

1953漸新世一中新世

1956漸新世一中新世

砂岩

砂岩

�〵〰

�〴㈴㈴�〰

�

(組2)

���

タイ権積盆

Sat㎜

BStmct岨e

皿A

1980鮮新世

1973中新世

砂岩

砂岩

�㌳��

�㈱���

��

(4ユ6)

サラワク堆積盆

F-6-1X(CentraユLuconia)

皿Ce

1969中新世

炭酸塩岩

����

�㌀

�㌲�

(1ユ2)

(基99)

ブルネイｰサパ堆積盆

S.W.A血pa

�物愀

Ch畠mpion

皿Cc

1963中新世

1929中新世

1970中新世

砂岩

砂岩

砂岩

��㌹〰��

㈮〶㌱�㌰㈮〰

�〵〰

��

(104〕

北スマトラ堆積金=

㎞

皿Ba

1971中新世

炭酸塩岩2,283

���

��

���

��

��

中央スマトラ堆積盆

B醐gko

�物

�慓

皿Ba

1970中新世

1941中新世

19生中新世一鮮新世

砂岩

砂岩

砂岩

�〵〰

�〰〳�〰

�〰〴�〰��　

ユ37

���

南スマトラ堆積盆

Ku帥g

皿Ba

1940翻新世一中新世

砂岩

�〶〰

�　

�㌱�

北西ジ中ワ堆積盆

Ardj㎜a

]1正Ba

1969中新世

砂岩一炭酸塩岩7006000.59

��

�㈸�

�㌰�

(303〕

���

ククイ堆積盆

Att吐a

N皿am

H2皿d迎

Bad出

血Ba/V

��

��

��

��

鮮新世

鮮新世

鮮新世

漸新世一中新世

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

�〵�

�〳��

��〰

�㌵���住

いて,K1emme(1983)による堆積盆タイプ区分に

基づきタイプ区分した結果を第1表に示した,東

アジアの石油ガス堆積盆の特徴として,皿A.クラ

トン･付加域リフトおよび,皿Ba.背弧型リフト収

束域が多いことがあげられる.どちらのタイフもリ

フト帯の形成が堆積盆の形成に密接に関係する堆積

盆タイプである.リフト型堆積盆は一般に,堆積盆

の面積は狭いが,堆積物が厚く,地温勾配も大きい

ために,比較的若い堆積物でも石油･ガスが生成さ

れる可能性が大きい.またリフト型堆積盆は,堆積

盆の境界が断層によって囲まれている場合が多く,

閉鎖的で還元的た堆積環境が維持されやすいという

点で有機物の保存についても有利である.

東アジア地域の油ガス田の多くが,時代的に比較

的若い時代である第三紀に形成されていることも,

リフト型堆積盆であることが原因の一つであると考

えられる.逆に,新しいリフト型堆積盆形成に伴

い,それ以前に形成されていた油ガス田が破壊され

る場合もある.東アジア地域は中生代以降,プレｰ

トの収れん境界として活動していたと考えられてお

り(丸山ほか,1986),そのために,中生代以降に

起きたリフト活動により,中生代以前に形成された

油ガス田が破壊された可能性もある.

一方,プレｰトの収れんする場である海溝から最
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も遠方に当たる大陸奥部には,'リフト活動に関係し

たい皿A.複合型クラトン縁辺タイプの堆積盆に区

分される33.ピルユｰル(yi1刑y)堆積盆や,85.

四川(Shichuan)堆積盆が分布している一これらの

堆積盆は,東アジア地域の堆積盆では最も古い時代

を示す三畳紀からジュラ紀に形成された堆積盆で,

第三紀以降の構造運動を受けにくい地理的位置にあ

ることが,堆積盆がそのまま残った原因の一つであ

ろう.なお任丘(Renqie)油田は,石油貯留層は先

カンブリア系炭酸塩岩であるが,76.河北(Huabei)

堆積盆の形成は古第三紀におきたリフト活動による

もので,堆積盆形成時に堆積盆内に潜丘として残っ

た先カンブリア系の炭酸塩岩へ,石油が古第三系か

ら移動し集積して形成されたものである.

堆積環境に注目した場合,東アジアの堆積盆は非

海成層やデルタ堆積物を根源岩や貯留岩とする油ガ

ス田が多い.大慶,勝利(Sheng1i),ミナスの各油

田は,この地域を代表的な巨大油田であるが,いず

れも非海成層またはデルタ堆積物が根源岩となって

いる.油ガス田を胚胎する堆積盆の堆積物中に,石

炭が狭在されている場合も,ククイ(Kutei)堆積盆1

をはじめとして多く見られる.この地域の油田から

産出される原油には,パラフィン成分の多いワック

ス性の性状を示す原油が多く存在する.一般に,こ

のような性状を示す石油は,陸源物質の寄与が大き

い根源物質に由来する場合に多く,この地域の根源

有機物が非海成層やデルタ堆積物中に由来すること

と一致している1

6.むすびに

K1emme(1983)の堆積盆タイプ区分は,グロｰ

バルテクトニクスと堆積盆との関係に立脚したもの

として,実用上必要以上に細分されていたい現実的

な堆積盆タイプ区分として,倉石油ガス堆積盆の研

究の上で現時点で有効底ものといえる.

K1emme(1983)の堆積盆タイプ区分に基づき,

東アジアの巨大浦ガス田を胚胎する堆積盆をタイプ

区分し検討した結果から,東アジア地域では石油ガ

ス探鉱の対象と注目すべきプレイとしては,リフト

に関係する堆積盆で,非海成層やデルタ堆積物が堆

積している堆積盆をあげることができる.油ガス田

形成後の構造運動で破壊されている可能性も十分考

慮すべきである.
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